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１．自己紹介
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自己紹介

✈谷山 徳太郎（たにやま とくたろう）

✈ANA X(株) R&D推進部
データベースマーケティングチーム所属

✈データエンジニアリング・分析基盤統括

✈好きなAWSサービス
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自己紹介

✈村松 大輝（むらまつ だいき）

✈ANA X(株) R&D推進部
データベースマーケティングチーム所属

✈基盤開発・SRE（エンジンサービス）担当

✈人生で一度は使ってみたいAWSサービス
AWS Snowball
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２．会社紹介
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About Our Company

✈ ANAグループのプラットフォーム事業会社
✈ エアラインだけに留まらないグループの非航空収益拡大を目指して、2021年4月に会社組織再編
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About Our Company

✈ 目指すのはマイルで生活できる世界

8



３．ANA Xで進める顧客マーケティング
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データに基づく顧客理解の推進

✈ ANA Xが目指す世界の実現には、深い顧客理解が重要
✈ ANA Xでは、多様なサービス、デジタルを中心としたタッチポイントから生まれるデータに基づき、
データベースマーケティングによる顧客分析を推進している

データ
サイエンス

データ
エンジニアリング・
分析基盤整備

データベースマーケティングチーム

 データサイエンスを活用した顧客分析で、顧客起点のマーケティング戦略や
施策の意思決定最適化を支援

顧客行動 顧客属性
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顧客分析に必要な分析基盤

✈ マーケットニーズの変化（特にコロナ後は乱気流）にスピーディーに追随する必要があり、柔軟なシ
ステム環境構築が必要

✈ Webやアプリなどデジタルの顧客接点における顧客行動ログのビッグデータや、多様なサービスの利
用実績データなどを、スピーディーに分析活用可能な状態にしていくことが必要

コロナ前 コロナ後

出典国土交通省 「観光白書 令和2年版」より
https://www.mlit.go.jp/statistics/file000008.html
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分析基盤構築にAWSを選択した理由

✈ 分析基盤に必要な一連のサービスが提供、ユーザ目線に立ったサービスアップデート
✈ ANAグループ内で、ANAがデータ分析基盤のインフラとしても採用実績があり、各種データ連携や
活用が、セキュア―かつ迅速に実現可能

https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/ana/

Storage

Analytics

Compute / Container

Machine Learning / Database

ANA基幹システム

ANA分析基盤

ANA X提携先様

ANA X分析基盤
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分析活用事例 – サービス利用意向のスコアリングとコミュニケーション

✈ ANA Xでは、顧客にANA経済圏で提供する各種サービスを御利用いただくことで、エアライン利用
だけに留まらない顧客生涯価値（Life Time Value）の最大化を目指している

移動や旅行との相関性＜高＞

移動や旅行との相関性＜低＞

生活密着度
＜高＞

生活密着度
＜低＞

【参考】ANAグループの
既存事業・サービスのマッピング
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分析活用事例 – サービス利用意向のスコアリングとコミュニケーション

✈ ANAの協力を得ながら、各種データのマーケティング利活用を推進
✈ サービスを未だ御利用いただいていないANAマイレージクラブ会員のお客様に対し、サービス利用
意向のスコアリングし、お客様に御提案。

ANA X 分析基盤

データの収集・加工 分析・スコアリング コミュニケーション

グループ会社システム、
マーケティングツール等連携

グループ会社、
提携先様
システム等

連携

各種サービス
利用

各種データ

顧客軸(ID)で
データの統合

BIツールでダッシュボード化

データサイエンスを活用した
利用意向のスコアリング リアル接点

デジタル接点
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分析活用事例 – サービス利用意向のスコアリングとコミュニケーション
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4．AWSを活用した分析基盤の進化と展望
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ANA XでのAWS活用の歩み

顧客理解のための分析

マーケティング活動のための分析

顧客満足度のための分析

パーソナライズ実現のための分析

プラットフォームビジネスに向けた分析

マイルで生活ができる世界の創造へ

デジタルマーケティング部門合流

Web分析環境整備

ANA X 創立

AWS利用開始

FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021

統合機械学習環境の実現

AWSアクセスユーザ 100人突破

事業継承・
プラットフォーム事業会社に
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現在のANA Xの分析基盤の構成概要

データサイエンティスト・データアナリスト・データエンジニア

分析サーバ

分析向けDB

ツールサーバ

データストレージ

データ加工処理

業務ユーザ マーケティングシステム

基幹系システム ファイル帳票 公開データ
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分析活用に向けた基盤構築の工夫と進化

①ユーザ100人の分析活用を支える仕組み

②統合機械学習環境の実現
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ユーザ100人の分析活用を支える仕組み

状況
 100人規模の分析・集計・データ加工のユーザ

向けに、分析用サーバなどを提供
 また、業務ユーザ向けにBI用のサーバを別途

立てている
 分析関連ユーザが業務ユーザに向けて分析結

果を共有したいので、同一のDBを利用してい
る

問題
 DBにアクセスが集中、また分析では一時デー

タが発生するので、リソースが枯渇
 DBやサーバの利用状況について管理者しか見

れない
 分析活用のためのデータ加工量が多く、各種

データ更新にコストと時間がかかっている

100人規模

AWSアクセスユーザ

業務ユーザ

機械学習環境

分析向けDB

分析サーバ
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ユーザ100人の分析活用を支える仕組みの裏側と進化

Redshiftのタイプ変更による解決

 リソース問題の解決のためRedshift RA3を最大
限活用
 ディスクを使いすぎないよう、スキーマごとに

権限とクォータを設定
 一時データについては、作成日を記録し、一定

期間で削除するスクリプトを独自開発
 今後、AQUAを利用することで、パフォーマンス

向上とコンピューティングリソースの問題を解
決予定

 ユーザがRedshiftのリソース使用状況ダッシュ
ボードをQuickSightで作成

コンテナ化による解決

 データ加工処理完全コンテナ化を実施中
 ECRにデータ加工処理をDokerイメージとして保

存し、StepFunctionからECSクラスタを呼び出す
ように変更し、並列実行などを実現

 EC2の常時立ち上げから、適時クラスタ立ち上げ
にすることによりコストダウンを実現

 また加工処理をイベント起動にし、データ連携
からの自動実行により、更新スケジュール短縮

 コンピューティングリソースを独立させること
で、リソース競合などを解決し、スケーラビリ
ティを向上

Before

After
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統合機械学習環境の実現

状況
 データサイエンティストによって、各

種戦略策定や施策実行のためのモデル
開発を行っており、作成モデルを適時
回してスコア算出などを行っている

 それらのスコアデータをマーケティン
グシステムなどに連携をして施策での
利用を行っている

課題
 機械学習開発・実行業務と分析・集計

業務が競合してリソースが不足する
 機械学習で扱うデータの特徴量のナ

レッジが俗人化して共有が困難
 モデルの精度や元データの変更など機

械学習運用についてが体系だっていな
い（MLOpsの課題）

 モデルを構築後の各システムへの連携
について都度開発が必要となっている

各種システム

機械学習環境分析向けDB データサイエンティスト
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統合機械学習環境の実現に向けた進化と展望

モデル管理

モデル性能監視

実験管理

AWS Cloud

Amazon SageMaker

ノートブック
学習ジョブ モデル

S3 ECRCodeCommit

前処理/後処理用
インスタンス

学習
インスタンス

推論
インスタンス

学習データ ML環境イメージコード

特徴データ管理

Redshift

MLパイプライン
データ準備 デプロイ 監視設定学習・評価

モデルイメージ

統合開発環境
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AWSを活用した分析基盤の進化と展望のまとめ

①ユーザ100人の分析活用を支える仕組み
 Redshift RA3を最大限活用
 リソース使用状況ダッシュボードをQuickSightで作成
 データ加工処理完全コンテナ化を実施中

②統合機械学習環境の実現
 SageMakerの各種サービスを利用した、統合機械学習環境

を開発中
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御清聴ありがとうございました
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